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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面に平坦面を有する筒体と、
　前記筒体の平坦面に配されるＬＥＤユニットと、
　前記筒体を内部に収容する直管状の透光性カバー体と、
　前記透光性カバー体の各端部内に配され且つ前記筒体を当該透光性カバー体に対して位
置決めする位置決め部材と、
　前記透光性カバー体の端部を塞ぐ蓋体と
　を備え、
　前記位置決め部材は、板状部と、当該板状部の一方の面に設けられた筒状部とを有し、
　前記板状部の周面の少なくとも一部が前記透光性カバー体の内周面に当接し、
　前記筒状部は前記筒体と嵌合する
　直管形ランプ。
【請求項２】
　前記位置決め部材の板状部の外周面形状は、前記透光性カバー体の内周面形状と一致し
、
　前記位置決め部材の筒状部は前記筒体に挿入される
　請求項１に記載の直管形ランプ。
【請求項３】
　前記板状部の外周部分は、当該板状部の厚み方向であって前記透光性カバー体の長手方
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向の中心側に向かって張り出す鍔部となっている
　請求項１又は２に記載の直管形ランプ。
【請求項４】
　前記ＬＥＤユニットに電力を供給する電源ユニットを前記筒体の内部に有し、
　一方の位置決め部材の前記板状部は、前記筒状部が存在する側から見たときに当該筒状
部の内周面に囲まれた領域内に、貫通孔を有し、
　一端が前記電源ユニットと電気的に接続し且つ他端が商用電源側に接続される外ケーブ
ルが前記貫通孔を通る
　請求項１～３の何れか１項に記載の直管形ランプ。
【請求項５】
　前記ＬＥＤユニットに電力を供給する電源ユニットを前記筒体の内部に有し、
　他方の位置決め部材の前記板状部は、前記筒状部が存在する側から見たときに、当該筒
状部の内周面に囲まれた領域と当該領域の外側領域とのそれぞれに１つ以上の貫通孔を有
し、
　前記電源ユニットと前記ＬＥＤユニットとを電気的に接続する内ケーブルは、前記他方
の位置決め部材の前記領域内の貫通孔と前記領域外の貫通孔とを通る
　請求項１～３の何れか１項に記載の直管形ランプ。
【請求項６】
　前記電源ユニットは、前記ＬＥＤユニットに電力を供給するための回路を構成する電子
部品が長尺状の回路基板に実装されてなり、
　前記他方の位置決め部材は、前記回路基板を固定するための固定手段を有している
　請求項５に記載の直管形ランプ。
【請求項７】
　前記透光性カバー体の端部と前記蓋体との間に配されたパッキンを備え、
　前記蓋体は前記透光性カバー体の端部が挿入される挿入溝を有し、
　前記挿入溝は前記透光性カバー体の周面に当接する凸部を有し、
　前記パッキンは前記挿入溝における前記凸部が存在しない部分に配されている
　請求項１～６の何れか１項に記載の直管形ランプ。
【請求項８】
　設置面に設置される器具と、当該器具に着脱自在に装着される直管形ランプとを備える
照明装置において、
　前記直管形ランプは請求項１～７の何れか１項に記載の直管形ランプである
　照明装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、設置面に設置された器具に着脱自在に装着される直管形ランプ及び当該直管
形ランプを備える照明装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＥＤを光源にした照明装置は主に屋内で使用されてきたが、近年、駅のホーム等の屋
根付きの屋外での使用が検討されている。屋外での使用に耐えられる防水性を有する直管
形ランプが提案されている（例えば、特許文献１）。
　特許文献１に記載の直管形ランプは、両端部が開放した筒状の透光性カバー体内にＬＥ
Ｄユニットが取り付けられた支持部材を収め、透光性カバー体の両端部の各々を蓋体の挿
入溝に挿入して閉じ、透光性カバー体の端部と蓋体との間に防水パッキンを備える。
　蓋体は、透光性カバー体の長手方向と直交する円板状部と、当該円板状部の外周に設け
られた嵌合部とを有する。なお、挿入溝は嵌合部に設けられている。
　支持体は、透光性カバー体の長手方向と直交する端面を有し、当該端面が蓋体の円板状
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部の内面に当接する状態で蓋体にねじ部材により結合されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－５１１９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記構成の直管形ランプは、支持部材を収容する透光性カバー体の端部を蓋体の挿入溝
に挿入させ、かつ、蓋体の円板状部の貫通孔と支持部材の端面のねじ孔とを位置合わせし
た状態を維持して、蓋体と支持部材とをねじ部材で結合して組み立てられている。
　この際、透光性カバー体の端部を蓋体の挿入溝に挿入させた状態では、作業者の手で透
光性カバー体内の支持部材を支えることはできず、ランプの組み立てが困難である。
　本発明が解決しようとする課題は、組み立てが簡単な直管形ランプ及びそのような直管
形ランプを備える照明装置を提供することにある。
【０００５】
　本発明に係る直管形ランプは、表面に平坦面を有する筒体と、前記筒体の平坦面に配さ
れるＬＥＤユニットと、前記筒体を内部に収容する直管状の透光性カバー体と、前記透光
性カバー体の各端部内に配され且つ前記筒体を当該透光性カバー体に対して位置決めする
位置決め部材と、前記透光性カバー体の端部を塞ぐ蓋体とを備え、前記位置決め部材は、
板状部と、当該板状部の一方の面に設けられた筒状部とを有し、前記板状部の周面の少な
くとも一部が前記透光性カバー体の内周面に当接し、前記筒状部は前記筒体と嵌合する。
　本発明に係る照明装置は、設置面に設置される器具と、当該器具に着脱自在に装着され
る直管形ランプとを備え、前記直管形ランプは上記構成を有する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、筒体が位置決め部材により位置決めされた状態で透光性カバー体の内
部で支持される。これにより、ランプを容易に組み立てることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】第１の実施形態に係る照明装置の斜視図である。
【図２】第１の実施形態に係る照明装置の分解斜視図である。
【図３】第１の実施形態に係る照明装置の縦断面図である。
【図４】第１の実施形態に係る照明装置の横断面図である。
【図５】第１の実施形態に係る照明装置の端部の拡大縦断面図である。
【図６】第１の実施形態に係る器具の分解斜視図である。
【図７】第１の実施形態に係る器具本体の図であり、（ａ）は器具本体を表側から見た図
であり、（ｂ）は器具本体を設置面側から見た図であり、（ｃ）は（ａ）における器具本
体の端部を拡大した図である。
【図８】第１の実施形態に係る第１端部材の図であり、（ａ）は第１端部材を外側から見
た斜視図であり、（ｂ）は第１端部材を内側からみた図であり、（ｃ）は第１端部材を側
方から見た図である。
【図９】第１の実施形態に係る第２端部材の図であり、（ａ）は第２端部材を外側から見
た斜視図であり、（ｂ）は第２端部材を側方から見た図である。
【図１０】第１の実施形態に係る支持部材の図であり、（ａ）は支持部材の斜視図であり
、（ｂ）は支持部材をランプの長手方向から見た図である。
【図１１】第１の実施形態に係る器具側装着具の斜視図である。
【図１２】第１の実施形態に係る直管形ランプを一方端側から見た分解斜視図である。
【図１３】第１の実施形態に係る直管形ランプを他方端側から見た分解斜視図である。
【図１４】第１の実施形態に係る直管形ランプ端部の縦断面図である。
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【図１５】第１の実施形態に係る筒体の斜視図である。
【図１６】第１の実施形態に係る筒体をその長手方向から見た図である。
【図１７】第１の実施形態に係るＬＥＤユニットの平面図である。
【図１８】第１の実施形態に係る電源ユニットの斜視図である。
【図１９】第１の実施形態に係る電源ユニットの図であり、（ａ）はランプの長手方向か
ら見た図であり、（ｂ）は斜視図である。
【図２０】第１の実施形態に係る透光性カバー体の斜視図である。
【図２１】第１の実施形態に係る有孔側位置決め部材の図であり、（ａ）は外側から見た
斜視図であり、（ｂ）は内側から見た斜視図である。
【図２２】第１の実施形態に係る無孔側位置決め部材の図であり、（ａ）は外側から見た
斜視図であり、（ｂ）は内側から見た斜視図である。
【図２３】第１の実施形態に係る無孔側位置決め部材の図であり、（ａ）は内側から見た
図であり、（ｂ）は側方から見た図である。
【図２４】第１の実施形態に係る有孔蓋体の図であり、（ａ）は外側から見た斜視図であ
り、（ｂ）は内側から見た図であり、（ｃ）は側方から見た図である。
【図２５】第１の実施形態に係る無孔蓋体の図であり、（ａ）は外側から見た斜視図であ
り、（ｂ）は内側から見た図であり、（ｃ）は側方から見た図である。
【図２６】第１の実施形態に係る無孔蓋体の縦断面図である。
【図２７】第１の実施形態に係るパッキンコードの斜視図である。
【図２８】第１の実施形態に係る外パッキンの図であり、（ａ）は斜視図であり、（ｂ）
は縦断面図である。
【図２９】第１の実施形態に係る内パッキンの図であり、（ａ）は斜視図であり、（ｂ）
は縦断面図である。
【図３０】第１の実施形態に係るランプ側装着具の斜視図である。
【図３１】第２の実施形態に係る照明装置の斜視図である。
【図３２】第２の実施形態に係る照明装置の分解斜視図である。
【図３３】第２の実施形態に係るカバー体の斜視図である。
【図３４】変形例に係る支持部材の図である。
【図３５】変形例に係る支持部材の図である。
【図３６】変形例に係る筒体の図である。
【図３７】変形例に係る蓋体の図である。
【図３８】変形例に係る蓋体及び位置決め部材の図である。
【図３９】変形例に係るパッキンの図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の一態様に係る直管形ランプは、表面に平坦面を有する筒体と、前記筒体の平坦
面に配されるＬＥＤユニットと、前記筒体を内部に収容する直管状の透光性カバー体と、
前記透光性カバー体の各端部内に配され且つ前記筒体を当該透光性カバー体に対して位置
決めする位置決め部材と、前記透光性カバー体の端部を塞ぐ蓋体とを備え、前記位置決め
部材は、板状部と、当該板状部の一方の面に設けられた筒状部とを有し、前記板状部の周
面の少なくとも一部が前記透光性カバー体の内周面に当接し、前記筒状部は前記筒体と嵌
合する。
　別態様に係る直管形ランプにおいて、前記位置決め部材の板状部の外周面形状は、前記
透光性カバー体の内周面形状と一致し、前記位置決め部材の筒状部は前記筒体に挿入され
る。これにより筒体を透光性カバーに対してガタつきを少なくして支持できる。
【０００９】
　別態様に係る直管形ランプにおいて、前記板状部の外周部分は、当該板状部の厚み方向
であって前記透光性カバー体の長手方向の中心側に向かって張り出す鍔部となっている。
これにより筒体を透光性カバーに対してガタつきを少なくして支持できる。
　別態様に係る直管形ランプにおいて、前記ＬＥＤユニットに電力を供給する電源ユニッ
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トを前記筒体の内部に有し、一方の位置決め部材の前記板状部は、前記筒状部が存在する
側から見たときに当該筒状部の内周面に囲まれた領域内に、貫通孔を有し、一端が前記電
源ユニットと電気的に接続し且つ他端が商用電源側に接続される外ケーブルが前記貫通孔
を通る。これにより外ケーブルの配線が容易となる。
　別態様に係る直管形ランプにおいて、前記ＬＥＤユニットに電力を供給する電源ユニッ
トを前記筒体の内部に有し、他方の位置決め部材の前記板状部は、前記筒状部が存在する
側から見たときに、当該筒状部の内周面に囲まれた領域と当該領域の外側領域とのそれぞ
れに１つ以上の貫通孔を有し、前記電源ユニットと前記ＬＥＤユニットとを電気的に接続
する内ケーブルは、前記他方の位置決め部材の前記領域内の貫通孔と前記領域外の貫通孔
とを通る。これにより内ケーブルの配線が容易になる。
　別態様に係る直管形ランプにおいて、前記電源ユニットは、前記ＬＥＤユニットに電力
を供給するための回路を構成する電子部品が長尺状の回路基板に実装されてなり、前記他
方の位置決め部材は、前記回路基板を固定するための固定手段を有している。これにより
電源ユニットの固定が容易になる。
＜第１の実施形態＞
【００１０】
１．全体構成
　照明装置１について、主に図１～図５を用いて説明する。
　照明装置１は、設置面に設置される器具３と、器具３に着脱自在に装着される直管形ラ
ンプ５とを備える。ここでの照明装置１は長尺タイプである。つまり、直管形ランプ５は
、光源であるＬＥＤ（２７３）を直線状に有し、当該直線が延伸する方向の寸法が、直線
と直交する方向の寸法よりも大きくなっている。
　直管形ランプ５は下方を照射するようにＬＥＤ２７３を下向きに有する（図４参照）。
つまり、器具３の設置面は天井、屋根等のように上方に存在する。照明装置１は駅のホー
ム等の屋外にも使用できる防雨・防湿型である。
　器具３と直管形ランプ５との電気的接続は、器具３内に引き込まれた電源ケーブルと、
直管形ランプ５の外部に引き出された外ケーブルとを結線することで行われる。なお、結
線部分は、防水性能の高い絶縁カバーで覆われる。
　以下、各装置について詳細に説明する。
【００１１】
２．器具
　主に図２～図１１を用いて説明する。
　器具３は、設置面に固定される器具本体１１と、直管形ランプ５を着脱自在に装着する
器具側装着具１３とを有している。器具３は、器具本体１１、器具側装着具１３以外に、
器具側装着具１３により装着された直管形ランプ５を支持する支持部材２０を有してもよ
い。
【００１２】
（１）器具本体
　主に図２、図４～図９を用いて説明する。
　器具本体１１は少なくとも設置面に配されるベース部を有している。器具本体１１は、
表側に開口１４を有する長尺箱状をしている。つまり、器具本体１１は、ベース部に相当
する矩形板状の裏壁１５と、裏壁１５の短手方向の両端に位置する（短手方向と直交する
）側壁１７，１９と、裏壁１５の長手方向の両端に位置する（長手方向と直交する）する
端壁２１，２３と、側壁１７，１９における表側の端から他方の側壁１７，１９に向かっ
て延伸する一対の表壁２５，２７とを有する。
　開口１４は一対の表壁２５，２７の間に形成される。なお、図６では開口１４を示す引
き出し線に矢印を利用し、側壁１９と区別している。
【００１３】
　器具本体１１は、表側が開口する横断面形状が「Ｃ」字状に似た形状を有する器具本体
部材（所謂、「Ｃチャン」に似た形状をした部材である。）３１と、器具本体部材３１の
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長手方向の端を塞ぐ第１端部材３３，３５とで構成されている。
　つまり、器具本体部材３１は、裏壁１５、側壁１７，１９及び表壁２５，２７が一体化
されたものに相当し、第１端部材３３，３５は端壁２１，２３に相当する。
　なお、本実施形態では、器具本体１１は、上記の器具本体部材３１と第１端部材３３，
３５以外に、当該第１端部材３３，３５を覆う第２端部材３７，３９を有する。
【００１４】
（１－１）器具本体部材
　主に図６及び図７を用いて説明する。
　器具本体は長手方向の中央（貫通孔４５が存在する部位である。）に対して対称であり
、図７は長手方向の略半分を示している。
　器具本体部材３１は例えば金属板をプレス加工することで得られる。
　裏壁１５は器具本体１１を設置面に固定するための固定手段を有している。本実施形態
では器具本体１１を固定するためにねじ部材が利用され、裏壁１５はねじ部材用の貫通孔
４１を有する。固定は少なくとも２か所以上で行われ、裏壁１５の長手方向に間隔をおい
て２個以上の貫通孔４１が設けられている。
　貫通孔４１が設けられている部分は、図３～図５に示すように、設置面側（裏側）に有
蓋筒状（ここでは有蓋円筒状をしている）に突出（突出部４３）し、その蓋部分に貫通孔
４１がある。なお、貫通孔４１は４個設けられている。これにより、設置面の種々の寸法
条件に対応して器具本体１１を設置できる。
　裏壁１５は、商用電源と接続する電源ケーブルを器具本体１１の内部に導入するための
貫通孔４５を有している。ここでの貫通孔４５は、裏壁１５における長手方向の略中央に
設けられている。
【００１５】
　一対の表壁２５，２７は、器具本体部材３１の短手方向を他方の表壁２５，２７に向か
って延伸する第１延伸部２５ａ，２７ａを長手方向の端部に有している（図７の（ｃ）参
照。）。
　一対の表壁２５，２７は、器具本体部材３１の短手方向を他方の表壁に２５，２７に向
かって延伸する第２延伸部２５ｂ，２７ｂを第１延伸部２５ａ，２５ａよりも長手方向の
内側に有している。
　なお、一対の表壁２５，２７の長手方向の両端部は中間部分よりも側壁１７，１９に凹
入し、この凹入部分２５ｃ，２７ｃに第１延伸部２５ａ，２７ａと第２延伸部２５ｂ，２
７ｂとが設けられている。凹入部分２５ｃ，２７ｃには直管形ランプ５の蓋体２１５，２
１７の一部が嵌合する。
　器具本体部材３１は後述の第１端部材３３，３５を固定するための固定手段を有してい
る。第１の固定にはねじ部材が利用され、当該ねじ部材用のねじ孔１５ａが第１の固定手
段として裏壁１５の長手方向の端部に設けられている。第２の固定手段は一対の表壁２５
，２７における長手方向の両端に設けられている。第２の固定手段は、少なくとも第２延
伸部２５ｂ，２７ｂにより構成され、ここでは、さらに第１延伸部２５ａ，２７ａにより
構成されている。
【００１６】
（１－２）第１端部材
　主に図８を用いて説明する。
（１－２－１）構成
　第１端部材３３，３５は例えば金属板をプレス加工することで得られる。
　第１端部材３３，３５は器具本体部材３１の長手方向の両端の開口を塞ぐ第１端壁２１
，２３を有する。ここでの第１端壁２１，２３は器具本体部材３１の横断面形状に対応し
た矩形状をしている。
　第１端部材３３，３５は、当該第１端部材３３，３５を器具本体部材３１に対して安定
して取り付けるための取付安定部を有している。取付安定部は第１端壁２１，２３におけ
る裏側の端から当該第１端壁２１，２３と直交する方向に延伸する第１裏壁５３により構
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成される。第１裏壁５３は器具本体部材３１の裏壁１５（例えば、内面である。）と当接
する。
　第１裏壁５３は第１端部材３３，３５を器具本体部材３１に取り付けるための取付手段
を有する。ここでは、第１端部材３３，３５の取り付けにねじ部材が利用される。
　器具本体部材３１は第１端部材３３，３５用のねじ孔１５ａを裏壁１５における長手方
向の端に有し、第１端部材３３，３５は裏壁１５と当接する第１裏壁５３にねじ部材用の
貫通孔５５を有する（図６参照）。
【００１７】
　第１端部材３３，３５は器具本体部材３１の変形を抑制するための補強部を有している
。補強部は第１端壁２１，２３における器具本体部材３１の短手方向の端から第１端壁５
１と直交する方向に延伸する一対の第１側壁５７により構成される。第１側壁５７は器具
本体部材３１の側壁１７，１９（例えば内面である。）と当接する。なお、補強部は第１
端部材３３，３５を器具本体部材３１に取り付ける際の作業性を向上させる機能を有する
。
　第１端部材３３，３５は器具本体部材３１の変形を抑制するための補強部を有している
。補強部は、第１端壁２１，２３における表側の端から当該第１端壁２１，２３と直交す
る方向に延伸する第１表壁５９により構成される。
【００１８】
　第１表壁５９は欠け部を複数個有している。ここでは欠け部は３個ある。欠け部６１，
６３は第１端壁２１，２３と反対側の位置から第１端壁２１，２３側へと入り込むような
形状をしている。欠け部６１，６３は第１端壁２１，２３と反対側から第１端壁２１，２
３の手前まで延伸する。
　第１表壁５９における器具本体部材３１の短手方向の略中央部位に大欠け部６１が１個
あり、第１表壁５９における器具本体部材３１の短手方向の両端から短手方向の中央に少
し入ったそれぞれの部位に小欠け部６３がある（つまり、小欠け部６３は２個ある。）。
　大欠け部６１は、直管形ランプ５は長手方向の端部が外ケーブルのために張り出してお
り、この張り出し部分と第１表壁５９との干渉を防止するためのものである。小欠け部６
３は、器具本体部材３１の短手方向の寸法が大欠け部６１よりも小さい。なお、主に、第
１側壁５７及び第１表壁５９により器具本体部材３１の長手方向の端部に内嵌される内嵌
部が構成されている。
　第１表壁５９における器具本体部材３１の短手方向の端部５９ａは、器具本体部材３１
の表壁２５，２７を内側から支持する。第１表壁５９は表壁２５，２７の裏面に当接する
ように設計されている。
【００１９】
　第１端部材３３，３５は第２端部材３７，３９が第１端部材３３，３５から外れるのを
規制するための外れ規制手段を有している。外れ規制手段は、第１表壁５９における大欠
け部６１に隣接する中間部分５９ｂの第１端壁２１，２３と反対側の端から裏側に延伸す
る第１延伸部６５により構成される。この第１延伸部６５に第２端部材３７，３９の第２
延伸部７５が係止するため、第１延伸部６５は被係止部ともいえる。
　第１端部材３３，３５は第１表壁５９の両端部５９ａから裏側に延伸する第１表側側壁
６７を有する。第１表側側壁６７は器具本体部材３１の側壁１７，１９の内面に当接する
。
【００２０】
（１－２－２）取付
　第１端部材３３，３５の器具本体部材３１への取り付けは、まず、第１端部材３３，３
５の第１裏壁５３の貫通孔５５と器具本体部材３１における裏壁１５のねじ孔１５ａとが
重なるように、第１端部材３３，３５の内嵌部を器具本体部材３１の端部に挿入する。
　その後、ねじ部材を内側から第１端部材３３，３５の貫通孔５５を挿通させて器具本体
部材３１のねじ孔１５ａに螺合させる。
　また、器具本体部材３１の第２延伸部２５ｂ，２７ｂの内、第１端部材３３，３５の第



(8) JP 6534575 B2 2019.6.26

10

20

30

40

50

１表壁５９の小欠け部６３へと延伸している部分を内側に折り返し、折り返した部分を第
１表壁５９の端部５９ａの裏面に当接又は近接させる。
　このとき、器具本体部材３１の第１延伸部２５ａ，２７ａが第１端部材３３，３５の第
１表壁５９の端部５９ａにより支持されている。このため、第２延伸部２５ｂ，２７ｂの
折り曲げを容易にできる。
　以上のようにして、第１端部材３３，３５は、ねじ部材による螺合と、第２延伸部２５
ｂ，２７ｂによる係止とで固定（取付）される。
　第１端部材３３，３５を器具本体部材３１に取り付けた状態では、第１端部材３３，３
５の第１端壁２１，２３と器具本体部材３１の一対の側壁１７，１９との間に、第１端壁
２１，２３と側壁１７，１９との突合せ部分が存在する。なお、突合せ部分は第１端部材
３３，３５が器具本体部材３１に内嵌するため端壁２１，２３側に存在する。
【００２１】
（１－３）第２端部材
　主に図９を用いて説明する。
　第２端部材３７，３９は、少なくとも第１端部材３３，３５と器具本体部材３１との突
合せ部分を覆う。また、第２端部材３７，３９は、少なくとも第１端部材３３，３５の第
１端壁２１，２３と、欠け部６１，６３を含めた第１表壁５９とを覆う。これにより、第
１表壁５９の欠け部６１，６３が隠れ、意匠性を高めることができる。
　第２端部材３７，３９は、第１端部材３３，３５の第１端壁２１，２３を覆う第２端壁
７１と、欠け部６１，６３がなかったとした場合の第１表壁５９のすべてを表側から覆う
第２表壁７３とを有する。
　第２端部材３７，３９は、器具本体１１に直管形ランプ５が装着された後に、第１端部
材３３，３５に装着される。第２端部材３７，３９の装着はねじ部材により行われる。第
２端部材３７，３９は第２端壁７１の中央にねじ部材用の貫通孔７１ａを有する。なお、
第１端部材３３，３５は図８に示すように第１端壁２１，２３にねじ孔２１ａ，２３ａを
有する。
　第２端部材３７，３９は第２端部材３７，３９が第１端部材３３，３５から外れるのを
規制するための外れ規制手段を有している。外れ規制手段は第２表壁７３における第２端
壁７１と反対側の端から裏側に延伸する第２延伸部７５により構成される。第１端部材３
３，３５の第１延伸部（被係止部）６５に第２延伸部７５が係止するため、当該第２延伸
部７５は係止部ともいえる。
【００２２】
（２）器具側装着具
　主に図１１を用いて説明する。
　器具側装着具１３はランプ側装着具２２３を利用して直管形ランプ５を装着する。
　装着はばね体８１の復元力を利用して行われる。つまり、器具側装着具１３がランプ側
装着具２２３を装着する際に、ばね体８１が器具本体１１の裏壁１５から離れるように弾
性変形した状態でランプ側装着具２２３に係合する。そして、ばね体８１の復元力でラン
プ側装着具２２３が器具本体１１の裏壁１５へと近づく。これにより、直管形ランプ５が
器具３に装着される。
　器具側装着具１３は、ばね体８１と、ばね体８１を器具本体１１に固定するためのばね
固定部材８３とを有する。
　ばね体８１は、一対のコイルばね部８５，８７と、各コイルばね部８５，８７の一端か
ら延出する一対の延出線部８９，９１と、各コイルばね部８５，８７の他端から延出して
互いに連結するＵ字状線部９３とを有する。なお、Ｕ字状線部９３はランプ側装着具２２
３に係合する。
　ばね固定部材８３は、裏壁１５に固定される固定部９５と、コイルばね部８５，８７を
固定するためのコイル固定部９７とを有している。
【００２３】
（３）支持部材
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　主に図１０を用いて説明する。
　支持部材２０は、金属製の長尺の矩形板を湾曲させたり、樹脂材料を射出成形したりし
て構成される。ここでは、支持部材２０は１枚の金属板をプレス加工することで得られる
。これにより、直管形ランプ５が器具本体１１に装着される際に、支持部材２０が器具本
体１１の裏壁１５に近づく方向に弾性変形可能な構成とされる。
　支持部材２０は、裏壁１５に固定される固定部１０１と、直管形ランプ５における透光
性カバー体２０９に当接する当接部１０３と、当接部１０３と固定部１０１とを連結する
連結部１０５とを有する。
　連結部１０５と当接部１０３は、器具本体部材３１の長手方向から見たときに固定部１
０１の両側にあり、それぞれ対をなしている。
　支持部材２０は、上記の固定部１０１、当接部１０３及び連結部１０５以外に、例えば
器具本体１１の側壁１７，１９の内面に沿って延伸する返し部１０７を有してもよい。
【００２４】
（３－１）固定部
　固定部１０１は、長い矩形状をし、当該矩形状の長手方向が器具本体部材３１の短手方
向となるように固定されている。固定には、例えばねじ部材が利用され、器具本体部材３
１の裏壁１５の貫通孔１５ｂを挿通するねじ部材が固定部１０１の中央部位のねじ孔１１
１に螺合することで行われる。
　固定部１０１の長手方向の寸法は、器具本体部材３１の一対の側壁１７，１９の間隔に
略等しい。これにより、支持部材２０を１つのねじ部材で器具本体部材３１に固定しても
、支持部材２０が回転することを防止できる。
【００２５】
（３－２）連結部
　連結部１０５は、器具本体部材３１の長手方向から見たときに、固定部１０１に対して
傾斜する。ここでは、連結部１０５は、当該固定部１０１の表面から当該表面と直交する
方向に離れるに従って（換言すると、直管形ランプ５に近づくに従って）一対の連結部１
０５の間隔が狭くなるように、固定部１０１の長手方向の各端部から延伸する。つまり、
器具本体部材３１の長手方向から見たときに固定部１０１を基準にして内狭まり状に傾斜
している。これにより、当接部１０３が固定部１０１に対して遠近する方向（表裏方向）
に弾性変形可能となっている。
　一対の連結部１０５の当接部１０３側の端部は、図４に示すように、直管形ランプ５の
透光性カバー体２０９にある一対のリブ２９５の外側に近接している。これにより、器具
本体部材３１内の空間を有効に利用でき、全体として照明装置１の小型化を図ることがで
きる。
　連結部１０５と固定部１０１との間に形成される空間には、電源ケーブルや外ケーブル
とが配される（図示省略）。これにより、器具本体部材３１内の空間を有効に利用でき、
全体として照明装置１の小型化を図ることができる。
【００２６】
（３－３）当接部
　当接部１０３は少なくとも直管形ランプ５における裏壁１５側の面（裏壁２９３ａの表
面）に当接する裏面当接部１１３を有している。裏面当接部１１３は直管形ランプ５の透
光性カバー体２０９における一対のリブ２９５の外側部分に当接する（図４参照。）。裏
面当接部１１３は器具本体１１の裏壁１５と略平行に延伸する。
　当接部１０３は、裏面当接部１１３以外に、直管形ランプ５の透光性カバー体２０９の
両側壁２９３ｃの表面に当接する側面当接部１１５を有している。側面当接部１１５は、
直管形ランプ５の側壁２９３ｃの内、裏壁２９３ａに隣接する表面に当接する。直管形ラ
ンプ５の一対の側壁２９３ｃは表側広がりに傾斜しており、側面当接部１１５も表側広が
りに傾斜している。この側面当接部１１５により直管形ランプ５の短手方向のガタつきを
少なくできる。
【００２７】
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（３－４）返し部
　返し部１０７は、裏面当接部１１３と側面当接部１１５とを有する当接部１０３におけ
る連結部１０５と反対側の端部から直管形ランプ５が配される側と反対側に折り返されて
、器具本体部材３１の一対の側壁１７，１９と当接（近接）しながら裏側へと延伸する。
　折り返しは当接部１０３の端部から器具本体１１の表壁２５，２７と平行な方向に延伸
する平坦部分１１７を有すように、行われている。平坦部分１１７は、支持部材２０を固
定しているねじ部材が外れて支持部材２０が器具本体１１から落下しようとしても、平坦
部分１１７が器具本体１１の表壁２５，２７により支持されるため落下することはない。
　折り返しの平坦部分１１７の当接部１０３と反対側の端部は器具本体１１の側壁１７，
１９の近傍に位置しているため、器具本体１１の側壁１７，１９と支持部材２０との間に
作業者の指等が挟まれるのを防止できる。
　返し部１０７は平坦部分１１７における当接部１０３と反対側の端部から器具本体１１
の側壁１７，１９に沿って延伸する延伸部分１１９を有している。
【００２８】
３．直管形ランプ
　主に図１２～図３０を用いて説明する。
　直管形ランプ５は、外表面に平坦面２４５を有する長尺状の筒体２０３と、実装基板２
７１にＬＥＤ２７３が実装されてなるＬＥＤユニット２０５と、筒体２０３の内部に配さ
れた電源ユニット２０７と、筒体２０３を内部に収容する筒状の透光性カバー体２０９と
、透光性カバー体２０９の内部に配され且つ筒体２０３の位置決めを行う位置決め部材２
１１，２１３と、透光性カバー体２０９の両端を塞ぐ蓋体２１５，２１７と、透光性カバ
ー体２０９の端部と蓋体２１５，２１７との間に配されたパッキン（２１９，２２１）と
、透光性カバー体２０９に設けられ且つ器具３に装着されるランプ側装着具２２３とを備
える。なお図中のパッキンは他部材により押圧される前の形状で示している。
【００２９】
（１）筒体
　主に図１５及び図１６を用いて説明する。
　筒体２０３は横断面形状が矩形状をする矩形部２３１を有する。筒体２０３は矩形部２
３１以外に一対の延伸部２３３，２３５を有している。筒体２０３は例えば金属材料によ
り構成されている。ここでは押し出し成形品が利用されている。筒体２０３はＬＥＤユニ
ット２０５の発光中の熱を放出するヒートシンク機能も有している。
【００３０】
（１－１）矩形部
　矩形部２３１は一対の長辺壁２３７，２３９と一対の短辺壁２４１，２４３とを有する
。矩形部２３１の長辺壁２３７，２３９は器具本体１１の裏壁１５と平行に配される。一
対の長辺壁２３７，２３９のうち、裏壁１５から遠い側に位置する一方の長辺壁２３９の
外表面が平坦面２４５となっている。以下、一方の長辺壁２３９を表側長辺壁２３９とし
、他方の長辺壁２３７を裏側長辺壁２３７とする。
　表側長辺壁２３９は筒体２０３の横断面において裏側長辺壁２３７側へと凹入し、当該
凹入した凹入部分２４７の底面が平坦面２４５となっている。図１６では凹入部分２４７
の引き出し線を矢印とし、平坦面２４５と区別している。
　平坦面２４５にはＬＥＤユニット２０５が配される。矩形部２３１は筒体２０３の横断
面において凹入部分２４７の両側から当該凹入部分２４７を塞ぐように張り出す張出片２
５１，２５３を有している。凹入部分２４７と張出片２５１，２５３とで形成される挿入
溝２５５，２５７にＬＥＤユニット２０５の実装基板２７１が挿入されている。これによ
り、ＬＥＤユニット２０５の落下を防ぐことができる。
【００３１】
　筒体２０３の長手方向の両端には、図１２～図１４に示すように、筒体２０３の両端面
に当接する状態で位置決め部材２１１，２１３の筒状部３０５，３０７が嵌合する。これ
により、筒体２０３の挿入溝２５５，２５７が位置決め部材２１１，２１３により塞がれ
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、ＬＥＤユニット２０５を直接固定する固定具を利用せずにＬＥＤユニット２０５を筒体
２０３に対して固定できる。
　矩形部２３１の内部には図１４に示すように電源ユニット２０７が配される。電源ユニ
ット２０７の回路基板２８１は図１８から図１９に示すように長尺矩形状をしている。回
路基板２８１の短手方向の寸法は筒体２０３の一対の短辺壁２４１，２４３の間隔寸法に
略等しい。これにより、位置規制手段を設けることなく回路基板２８１の筒体２０３の短
手方向の移動を規制できる。
【００３２】
（１－２）延伸部
　一対の延伸部２３３，２３５は表側長辺壁２３９の短手方向の両側（短辺壁２４１，２
３４が存在する側）の角部分２６１，２６３からＬＥＤユニット２０５の光出射方向を表
側長辺壁２３９から離れるに従って間隔が広がるように延伸する。つまり、一対の延伸部
２３３，２３５は表側拡がり状に延伸する。
　一対の延伸部２３３，２３５は、横断面形状において直線状に延伸し、ＬＥＤユニット
２０５が配される平坦面２４５に対して傾斜している。これにより、例えば延伸部２３３
，２３５の表側に水滴等が付着した場合であっても、ＬＥＤユニット２０５側に水滴が流
れることはない。
　一対の延伸部２３３，２３５の表面に反射機能を設けると、ＬＥＤユニット２０５から
出射される光の取り出し効率を向上させることができる。一対の延伸部２３３，２３５の
延伸先端は図４に示すように透光性カバー体２０９の内面近傍に達している。これにより
、ＬＥＤユニット２０５から出射された光が延伸部２３３，２３５の裏側に回り込むのを
防止でき、光の取り出し効率を向上させることができる。
　一対の延伸部２３３，２３５は、直管形ランプ５を器具３に装着した状態の横断面にお
いて（図４参照）、器具３の表壁２５，２７と略同じ位置（表裏方向においてである。）
となるように設けられている。これにより、ＬＥＤユニット２０５から出射された光が器
具３により遮断されるのを防止でき、光の取り出し効率を向上させることができる。
【００３３】
（１－３）その他
　筒体２０３は、図１２～図１４に示すように、透光性カバー体２０９の内周に嵌合する
位置決め部材２１１，２１３を介して透光性カバー体２０９に取り付けられる。筒体２０
３は位置決め部材２１１，２１３と連結される連結部２６５を有している。連結部２６５
は、一対の延伸部２３３，２３５よりも裏側に設けられている。ここでは一対の延伸部２
３３，２３５の裏面に設けられている。これにより、ＬＥＤユニット２０５から出射され
る光に影等を発生させることなく、筒体２０３と位置決め部材２１１，２１３とを連結で
きる。
　連結部２６５として、ここでは表側長辺壁２３９の短手方向の両側の角部分２６１，２
６３と、各延伸部２３３，２３５の短手方向の中央より外側部位とに設けられている。こ
こでは、連結部２６５は、合計で４個あるが、１個であってもよいし、５個以上あっても
よい。筒体２０３と位置決め部材２１１，２１３との連結には例えばタッピングねじが利
用され、連結部２６５は筒体２０３の長手方向に延伸する固定溝２６７，２６９により構
成されている。
【００３４】
（２）ＬＥＤユニット
　主に図１７を用いて説明する。
　ＬＥＤユニット２０５は実装基板２７１と複数個のＬＥＤ２７３とを備える。実装基板
２７１は、矩形長尺状をし、実装基板２７１の長手方向と筒体２０３の長手方向が一致す
るように平坦面２４５に配される。複数個のＬＥＤ２７３は実装基板２７２の長手方向に
沿って２列で等間隔で設けられている。なお、ＬＥＤ２７３の配列は一例である。
　ＬＥＤユニット２０５は、実装基板２７１の長手方向の端部であって短手方向の両側に
、電源ユニット２０７と電気的に接続する内ケーブルと接続するための接続端子を有して
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いる。具体的には内ケーブルの端に設けられたアダプタ（図示省略）と接続するコネクタ
２７５が設けられている。
【００３５】
（３）電源ユニット
　主に図１８及び図１９を用いて説明する。
　電源ユニット２０７は商用電源等から受電してＬＥＤユニット２０５のＬＥＤ２７３に
供給する電力を生成する。電源ユニット２０７は電力生成のための回路２７６を構成する
複数個の電子部品２７７，２７９を回路基板２８１に実装する。生成された電力は、内ケ
ーブルを介してＬＥＤユニット２０５へ供給される。電源ユニット２０７は電子部品２７
７，２７９、回路基板２８１以外に絶縁シート２８３を有しもよい。図１８では、回路２
７６を箱状として示し、図１９では便宜上２個の電子部品に符号を付している。
　電源ユニット２０７は図１２に示すように筒体２０３の矩形部２３１の内部に配される
。回路基板２８１は長尺矩形状をし、筒体２０３の内部では回路基板２８１の長手方向と
筒体２０３の長手方向とが一致する。回路基板２８１は長手方向の一方の端部に固定孔２
８５を有している。この固定孔２８５に位置決め部材２１３の凸部３４３が表側（下側）
から挿入して係合する（後述する。）。
【００３６】
　回路基板２８１の短手方向の寸法は矩形部２３１の一対の短辺壁２４１，２４３間の距
離に略一致する。これにより、回路基板２８１が長手方向の一方端のみで固定されてもガ
タツキを少なくできる。照明装置１は上方に設置されて下方を照射するため、電源ユニッ
ト２０７の固定が位置決め部材２１３の凸部３４３の下方からの係合だけの簡単な構造で
あってもその固定が確保される。
　回路基板２８１は、長手方向の一方の端部に内ケーブルと接続するための接続端子を有
する。具体的には内ケーブルの端に設けられたアダプタと接続するコネクタ２８７が設け
られている。回路基板２８１は、長手方向の他方の端部に外ケーブルと接続される。ここ
では、外ケーブルが半田により回路基板２８１に直接接続されている。
　これにより、一端にコネクタが２個設けられた回路基板に対して回路基板２８１の短手
方向の寸法を小さくでき、また、接続ミスを少なくできる。特に直管形ランプ５は長尺状
をしているため、１個のコネクタを回路基板お長手方向の端部に設けることで、回路基板
２８１の幅を小さくしても長くでき、電子部品２７７，２７９の実装面積を確保できる。
【００３７】
　絶縁シート２８３は電子部品２７７，２７９と回路基板２８１とを覆う。ここでは、回
路基板２８１をその長手方向から見たときに絶縁シート２８３の周方向の端部２８３ａ，
２８３ｂは回路基板２８１の裏側になるように、電子部品２７７，２７９と回路基板２８
１とを囲む（図１９の（ａ）参照。）。これにより、筒体２０３に金属材料を利用しても
電源ユニット２０７と筒体２０３との間の絶縁性は確保される。
　絶縁シート２８３は、横断面が四角形となるように４か所で折り曲げられ、この形状を
ある程度維持しつつ外側に広がるような厚みを有している。絶縁シート２８３は回路基板
２８１の固定孔２８５に対応した位置に固定孔２８９を有する。絶縁シート２８３の固定
孔２８９と回路基板２８１の固定孔２８５とに位置決め部材２１３の凸部３４３が係合す
ることで絶縁シート２８３における筒体２０３の長手方向の固定が行われる。絶縁シート
２８３の筒体２０３の周方向の固定は横断面が四角形となるように折り曲げられた絶縁シ
ート２８３が外側に広がろうとして矩形部２３１の内周面に当接することで行われる。
　なお、絶縁シート２８３は位置決め部材２１３の張出部３４７（図２２の（ｂ）、図２
３の（ａ）参照。）と干渉するのを防ぐための切欠き部２９１を有している。
【００３８】
（４）透光性カバー体
　主に図４及び図２０を用いて説明する。
　透光性カバー体２０９は、筒状をし、透光性を有する樹脂材料により構成されている。
　透光性カバー体２０９は、内部に筒体２０３、ＬＥＤユニット２０５、電源ユニット２
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０７等を収容するカバー筒部２９３を有している。透光性カバー体２０９はカバー筒部２
９３の長手方向に延伸するリブ２９５を１本以上有している。これにより、透光性カバー
体２０９の剛性を高めることができる。
　カバー筒部２９３は横断面形状が台形状に似た形状を有している。横断面における台形
状を構成する一対の平行な辺（壁）２９３ａ，２９３ｂの内、長さの短い辺（壁）２９３
ａ側が器具３に装着されたときに器具本体１１の裏壁１５と対向する。
　つまり、カバー筒部２９３の横断面において台形状を構成する一対の平行な辺（壁）２
９３ａ，２９３ｂの内、長さの長い辺（壁）２９３ｂ側が直管形ランプ５における光出射
面となる。これにより、筒体２０３の一対の延伸部２３３，２３５の延伸方向とカバー筒
部２９３の側壁２９３ｃの拡がり方向とが同じとなり、透光性カバー体２０９の小型化を
図ることができる。
【００３９】
　カバー筒部２９３における表側に位置する長底（表壁）２９３ｂは横断面において透光
性カバー体２０９の短手方向の略中央が最も張り出す円弧状をしている。なお、横断面に
おける長さの長い辺の壁を裏壁２９３ａとし、横断面における長さの短い辺の壁を表壁２
９３ｂとする。
　リブ２９５は、２本あり、互いに平行な状態でカバー筒部２９３の長手方向に沿って延
伸する。２本のリブ２９５はカバー筒部２９３の裏面に設けられている。２本のリブ２９
５は横断面においてカバー筒部２９３の裏面と直交している。２本のリブ２９５の間には
後述のランプ側装着具２２３が取り付けられている。
　ランプ側装着具２２３の取付にはねじ部材が利用され、２本のリブ２９５には貫通孔２
９７が設けられている。これにより、カバー筒部２９３を連通する貫通孔を設けることな
くランプ側装着具２２３を透光性カバー体２０９に取り付けることができる。
【００４０】
（５）位置決め部材
　主に図１４、図２１～図２３を用いて説明する。
　位置決め部材２１１，２１３は透光性カバー体２０９の内部であって筒体２０３の長手
方向の両端に配される。位置決め部材２１１，２１３は透光性カバー体２０９の内部で筒
体２０３を支持する機能も有している。
　位置決め部材２１１，２１３の基本的な構成は同じであるが、外ケーブルが筒体２０３
の他方の端部から導出され、内ケーブルが筒体２０３の一方の端部から導入・導出される
ため、位置決め部材２１１，２１３の構成に異なる部分がある。
　ここでは、筒体２０３の内部に収容されている電源ユニット２０７に近い側の端部が上
記の一方の端部であり、当該端部に配される位置決め部材２１３を無孔側位置決め部材２
１３とし、他方の端部に配される位置決め部材２１１を有孔側位置決め部材２１１とする
。
　有孔側位置決め部材２１１及び無孔側位置決め部材２１３の共通の構成は、単に位置決
め部材２１１，２１３として説明し、個別の構成については、位置決め部材を区別して説
明する。
【００４１】
（５－１）共通構成
　位置決め部材２１１，２１３は、板状部３０１，３０３と、当該板状部３０１，３０３
の一方の面に設けられた筒状部３０５，３０７とを有する。ここで、板状部３０１，３０
３において筒体２０３が存在する側を内側と、蓋体２１５，２１７が存在する側を外側と
それぞれする。
　板状部３０１，３０３は透光性カバー体２０９の内周面の一部又は全部（ここでは全部
である。）に当接する外周面を有している。つまり、板状部３０１，３０３の外周形状は
透光性カバー体２０９の内周形状と設計上一致している。これにより、位置決め部材２１
１，２１３の透光性カバー体２０９に対するガタつきを小さくできる。
　板状部３０１，３０３の外周部分は板状部３０１，３０３の厚み方向であって内側に向
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かって張り出す鍔部３０９，３１１となっている。これにより、板状部３０１，３０３の
外周面と透光性カバー体２０９の内周面との当接（接触）面積を増やすことができ、位置
決め部材２１１，２１３が透光性カバー体２０９の内部で倒れるのを防止できる。特に、
鍔部３０９，３１１は、板状部３０１，３０３の内側に位置する面（内面）から内側へと
突出しており、板状部３０１，３０３の外面は面一となっている。これにより、蓋体２１
５，２１７、内パッキン２２１及び位置決め部材２１１，２１３との密着性を向上させる
ことができる（図１４参照）。
【００４２】
　板状部３０１，３０３は筒体２０３と結合するためのねじ部材が挿通する貫通孔３１３
，３１５を有している。ここでは４個設けられている。中心付近に存在する一対の貫通孔
３１３は、蓋体２１５，２１７、位置決め部材２１１，２１３及び筒体２０３を結合する
第１ねじ部材用であり、当該貫通孔３１３を第１貫通孔３１３とする。一対の第１貫通孔
３１３の外側に存在する一対の貫通孔３１５は位置決め部材２１１及び筒体２０３を結合
する第２ねじ部材用であり、当該貫通孔３１５を第２貫通孔３１５とする。
　筒状部３０５，３０７は板状部３０１，３０３における筒体２０３側に位置する面（内
面である。）に設けられている。筒状部３０５，３０７は筒体２０３の矩形部２３１と嵌
合する。筒状部３０５，３０７は筒体２０３の矩形部２３１の内部に挿入される（矩形部
２３１に対して内嵌する。）。これにより、筒体２０３の矩形部２３１と透光性カバー体
２０９との間隔を小さくでき、全体として照明装置１や直管形ランプ５の小型化を図るこ
とができる。
【００４３】
　また、筒状部３０５，３０７が筒体２０３の矩形部２３１の内部に挿入される。このた
め、ＬＥＤ２７３から出射される光を遮ることなく筒状部３０５，３０７と矩形部２３１
とを嵌合させることができる。
　筒状部３０５，３０７の横断面形状は矩形状をし、筒状部３０５，３０７の外周面が筒
体２０３の矩形部２３１の内周面と当接する（もしくは、近接する）。これにより、位置
決め部材２１１，２１３に対して筒体２０３が長手方向を回転軸として回転するようなこ
とを規制できる。筒状部３０５，３０７を板状部３０１，３０３に設けることで板状部３
０１，３０３を補強でき、板状部３０１，３０３の薄肉化が図られる。
【００４４】
（５－２）有孔側位置決め部材
　主に図２１を用いて説明する。
　有孔側位置決め部材２１１の板状部３０１は筒状部３０５の内周面に囲まれた領域内に
貫通孔３１７を有する。この貫通孔３１７は商業電源と電源ユニット２０７とを電気的に
接続する外ケーブルが通るためのものである。貫通孔３１７はここで円形状をしている。
【００４５】
（５－３）無孔側位置決め部材
　主に、図１４、図２２及び図２３を用いて説明する。
　無孔側位置決め部材２１３の板状部３０３は筒状部３０７の内周面に囲まれた領域と当
該領域の外側領域とのそれぞれに１つ以上の貫通孔を有している。換言すると、無孔側位
置決め部材２１３は板状部３０３の中央に貫通孔３１９を１つ有し、この貫通孔３１９を
筒状部３０７の筒壁（表壁３２９）が横切る。
　貫通孔３１９の内、板状部３０３側から筒状部３０７内の領域に連通する連通孔を領域
内連通孔３２３とし、板状部３０３側から筒状部３０７外の領域に連通する連通孔を領域
外連通孔３２５とする。貫通孔３１９は板状部３０３を筒状部３０７が存在しない側から
見たときに照明装置１の表裏方向に長い形状をしている。ここでは、貫通孔３１９は縦長
矩形状をしている。電源ユニット２０７とＬＥＤユニット２０５とを電気的に接続する内
ケーブルは領域内連通孔３２３と領域外連通孔３２５とを通る。
　なお、貫通孔３１９は、板状部３０３を筒状部３０７が存在しない側から見たときに、
板状部３０３側から筒状部３０７内の領域に連通する領域内連通孔３２３と、板状部３０
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３側から筒状部３０７外の領域に連通する領域外連通孔３２５とを独立して有してもよい
。
【００４６】
　筒状部３０７は、一対の長辺に相当する表壁３２９及び裏壁３３１と、一対の短辺に相
当する側壁３３３，３３５とを有する。
　無孔側位置決め部材２１３は回路基板２８１を固定するための固定手段を有している。
無孔側位置決め部材２１３の筒状部３０７は筒体２０３の矩形部２３１に挿入され、筒状
部３０７の表壁３２９が回路基板（絶縁シートがある場合は絶縁シート２８３になる。）
２８１の表面に当接する。つまり、回路基板２８１は筒状部３０７の表壁３２９により表
側から支持される構造となる（図１４参照）。
　無孔側位置決め部材２１３の固定手段は、回路基板２８１の長手方向の移動を固定する
長手方向固定手段３３７と、回路基板２８１の厚み方向の移動を固定する厚み方向固定手
段３３９とを有する。なお、回路基板２８１の短手方向（幅方向）の移動は、筒状部３０
７の一対の側壁３３３，３３５の内面間隔を回路基板２８１の短手方向の寸法と一致させ
ることで行われている。
【００４７】
　長手方向固定手段３３７は、回路基板２８１の表面に沿って延伸すると共に回路基板２
８１の厚み方向に弾性変形可能な延伸部３４１と、当該延伸部３４１であって回路基板２
８１の固定孔２８５に対応する部位に設けられ且つ裏側へ突出する凸部３４３とを有する
。なお、凸部３４３における突出方向から見た形状は固定孔２８５を回路基板２８１の厚
み方向から見た形状と略一致している。
　延伸部３４１は筒状部３０７の表壁３２９を利用して構成されている。つまり、表壁３
２９は、回路基板２８１の固定孔２８５に対応する部位（３４１）を残しつつ、当該部位
（３４１）の両側を板状部３０３又は貫通孔３１９に向かって延伸する一対の溝（凹み）
３４５を有している。当該一対の溝３４５間が延伸部３４１であり、一対の溝３４５によ
り延伸部３４１が厚み方向に弾性変形可能となる。延伸部３４１を厚み方向に弾性変形可
能な構成とすることで、凸部３４３を回路基板２８１の固定孔２８５に挿入することがで
きる。
【００４８】
　厚み方向固定手段３３９は回路基板２８１の長手方向の端部を表裏から当接（規制）す
ることで行う。厚み方向固定手段３３９は、長手方向固定手段３３７の凸部３４３が回路
基板２８１の固定孔２８５に挿入する状態で、回路基板２８１の長手方向の端部の裏面に
沿って張り出す張出部３４７を有する。これにより、回路基板２８１の長手方向の端部の
表面が筒状部３０７の表壁３２９に支持（当接）され、回路基板２８１の端部の裏面が張
出部３４７に当接し、回路基板２８１が厚み方向に固定される。
【００４９】
　筒状部３０７は側壁３３３，３３５から表壁３２９に跨る「Ｌ」字状をした架設部分３
５１を内面の板状部３０３側に有している。架設部分３５１は板状部３０３が存在する側
と反対側に凹み３５３を有している。凹み３５３は、表壁３２９との結合部分に設けられ
、板状部３０３と反対側の端縁から板状部３０３に向かって凹入する。
　厚み方向固定手段３３９の張出部３４７は、側壁３３３，３３５から張り出し、凹み３
５３における表壁３２９と対向する対向部分までの間で構成される。凹み３５３は板状部
３０３に向かってその途中まで凹入している。これにより、回路基板２８ａは長手方向の
端部が板状部３０３から離れた状態で支持される。
【００５０】
（６）蓋体
　主に図１２～図１４、図２４～図２７を用いて説明する。
　蓋体２１５，２１７は透光性カバー体２０９の長手方向の両端に配される。蓋体２１５
，２１７は、特に、電源ユニット２０７、ＬＥＤユニット２０５等を収容している透光性
カバー体２０９の内部空間が密閉状態となるように、透光性カバー体２０９の両端開口を
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塞ぐ。
　蓋体２１５，２１７は２個ある。蓋体２１５，２１７は、基本的な構成は同じであるが
、外ケーブルが透光性カバー体２０９内に導入されるため構成に異なる部分がある。ここ
では、外ケーブルが通るケーブル孔３６１の有無の違いである。ケーブル孔３６１を有す
る蓋体を有孔蓋体２１５とし、他方の孔を有さない蓋体を無孔蓋体２１７とする。なお、
有孔蓋体２１５は有孔側位置決め部材２１１が存在する側にあり、無孔蓋体２１７は無孔
側位置決め部材２１３が存在する側にある。
　有孔蓋体２１５及び無孔蓋体２１７における共通の構成は単に蓋体２１５，２１７とし
て説明し、構成の異なる部分について有孔蓋体２１５を用いて説明する。共通の構成は同
じ符号を用いる。
【００５１】
（６－１）共通構成
　蓋体２１５，２１７は平板部３６３，３６５と嵌合部３６７，３６７とを有する。嵌合
部３６７，３６７は平板部３６３，３６５の外周端部に設けられている。平板部３６３，
３６５において透光性カバー体２０９が存在する側を内側と、透光性カバー体２０９が存
在しない側を外側とそれぞれする。
　平板部３６３，３６５は蓋体２１５，２１７を透光性カバー体２０９に取り付けるため
の取付手段を有している。ここでは、取付手段として第１ねじ部材が利用され、平板部３
６３，３６５は第１ねじ部材用の貫通孔３６９を有する。第１ねじ部材は外側から蓋体２
１５，２１７の貫通孔３６９及び位置決め部材２１１，２１３の第１貫通孔３１３を挿通
して、筒体２０３の固定溝２６７に螺着される。
【００５２】
　平板部３６３，３６５は透光性カバー体２０９の内部へと凹入する凹入部３７１を貫通
孔３６９の存在する部位に有する。具体的には凹入部３７１は有底円筒状に凹入し、当該
底部分３７３に貫通孔３６９が設けられている。これにより、貫通孔３６９が内側へと隠
れた状態となり、貫通孔３６９へ雨や露等により水（以下、雨水等という。）が浸入する
のを少なくできる。
　有底円筒状の凹入部３７１は凹入方向を外側から内側に移るに従って縮径するように構
成されている。これにより、雨水等が凹入部３７１に浸入した場合であっても、雨水等が
凹入部３７１の外側へと流れ、凹入部３７１の内部に雨水等が溜まるのを抑制できる。貫
通孔３６９は凹入部３７１の中心軸上に設けられているため、凹入部３７１に水が溜まっ
たとしても、溜まった水が上方に位置する貫通孔３６９に浸入することは生じ難い。
　嵌合部３６７は透光性カバー体２０９の端部が挿入される挿入溝３７５を有する。透光
性カバー体２０９の端部の全周が挿入溝３７５に挿入する。挿入溝３７５は透光性カバー
体２０９の周面に当接する凸部３７７を内部に有する。ここでは、挿入溝３７５は挿入溝
３７５を構成する内周面３７９に凸部３７７を有している。凸部３７７は挿入溝３７５の
底面３８１側に存在する。
【００５３】
　内周面３７９は挿入溝３７５の開口３８３から底面３８１に向かう途中で外周面３８２
に近づく段差状をし、当該段差３８５により凸部３７７が構成されている。内周面３７９
の段差位置は平板部３６３，３６５の延長上に位置している。
　換言すると、嵌合部３６７は、平板部３６３，３６５の外周縁よりも平板部３６３，３
６５の中心側に位置する部位から内側へと張り出して全体として筒状をする第１内周筒部
分３８７と、平板部３６３，３６５の外周縁から第１内周筒部分３８７が張り出す方向と
反対側（外側）へ筒状に張り出して全体として筒状をする第２内周筒部分３８９と、第２
内周筒部分３８９の張り出し先端から平板部３６３，３６５の中心と反対側（平板部の外
方）へ延伸する底部分３９１と、底部分３９１の外周縁から第１内周筒部分３８７が張り
出す方向と平行な方向（内側）へ張り出して全体として筒状をする外周筒部分３９３とを
有している。第１内周筒部分３８７と第２内周筒部分３８９との間に上記の段差３８５が
存在する。
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【００５４】
　段差３８５を構成している内周面であって外周面３８２に近い部分（第２内周筒部分３
８９）は透光性カバー体２０９の内周面２０９ａに当接する。これにより、透光性カバー
体２０９に対してガタツキの少ない状態で嵌合部３６７を透光性カバー体２０９に嵌合さ
せることができる。
　第１内周筒部分３８７の内側端は、凹入部３７１の底部分３７３の内面よりも平板部３
６３，３６５側に位置する。つまり、蓋体２１５，２１７を第１ねじ部材で位置決め部材
２１１，２１３を介して筒体２０３に取り付けた際に、図１４に示すように、凹入部３７
１の底部分３７３の外面が位置決め部材２１１，２１３の外面に当接し、第１内周筒部分
３８７の内側端と位置決め部材２１１，２１３との間に隙間３９５が生じる。この隙間３
９５に後述の内パッキン２２１の鍔部４３３が配される。
【００５５】
（６－２）有孔蓋体
　主に図２４を用いて説明する。
　有孔蓋体２１５は平板部３６３を貫通する貫通孔を外ケーブルが通るケーブル孔３６１
として有している。このケーブル孔３６１には図２７に示す防水・防湿用のパッキンコー
ド４０１が嵌め込まれ、外ケーブルがパッキンコード４０１に設けられた配線孔４０３，
４０４，４０５を通って筒体２０３の矩形部２３１内へと導入される。
　ケーブル孔３６１は一対の凹入部３７１の間であって凹入部３７１より裏側（設置面側
）に設けられている。有孔蓋体２１５を正面から見たときにケーブル孔３６１の中心は有
孔側位置決め部材２１１の貫通孔３１７の領域内に存在する。特に、ケーブル孔３６１が
上側に位置する状態の有孔蓋体２１５を正面から見たときにケーブル孔３６１の中心が有
孔側位置決め部材２１１の貫通孔３１７の中心よりも下側に位置する。これにより、外ケ
ーブルが有孔蓋体２１５、有孔側位置決め部材２１１を通る際に、筒体２０３側が高くな
り、雨水等が外ケーブルを伝わって筒体２０３の内部へと浸入するのを防止できる。
　ケーブル孔３６１にパッキンコード４０１が嵌めこまれた状態ではパッキンコード４０
１と有孔側位置決め部材２１１との間に隙間が存在する。このため、仮にケーブル孔３６
１から雨水等が浸入した場合であっても、雨水等は平板部３６３に沿って下方（表側）に
流れて下方の第１内周筒部分３８７に溜まる。なお、電源ユニット２０７やＬＥＤユニッ
ト２０５は雨水等が溜まっている部位よりも上方に配されているため、電源ユニット２０
７やＬＥＤユニット２０５に雨水等が伝わることはない。
【００５６】
　有孔蓋体２１５は嵌合部３６７の裏面（器具本体１１の裏壁１５が存在する側）に外ケ
ーブルを固定するケーブル固定部４０７を有している。ケーブル固定部４０７は直管形ラ
ンプ５の長手方向から有孔蓋体２１５を見たときに、透光性カバー体２０９の一対のリブ
２９５間に位置している。これにより、外ケーブルを一対のリブ２９５間に配することが
でき、器具３に直管形ランプ５を装着したときに器具３の開口１４と直管形ランプ５との
間で外ケーブルが挟まれるのを少なくできる。
　ケーブル固定部４０７は、嵌合部３６７の裏面から嵌合部３６７の外面にかけて立設す
る一対の立設部分４０９と、一対の立設部分４０９の裏側端から互いに対向する方向に延
伸する延伸部分４１１とを有する。一対の立設部分４０９間に配された外ケーブルが裏側
へと抜けるのを延伸部分４１１により防止できる。なお、ケーブル固定部４０７に配され
ている外ケーブルは、有孔蓋体２１５よりも直管形ランプ５の長手方向の外側に少し張り
出すこととなる。
【００５７】
（７）パッキン
　主に図１２～図１４、図２５、図２８及び図２９を用いて説明する。
　パッキンは、透光性カバー体２０９の端部の外周面２０９ｂに配される外パッキン２１
９と、透光性カバー体２０９の端部の内周面２０９ａに配される内パッキン２２１とから
構成される。外パッキン２１９及び内パッキン２２１はその全部又は大部分が蓋体２１５
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，２１７の挿入溝３７５の内部に配される。外パッキン２１９及び内パッキン２２１はウ
レタン系ゴム、ニトリル系ゴム等の合成ゴム材料により構成されている。
【００５８】
（７－１）外パッキン
　主に図１４、図２６及び図２８を用いて説明する。
　外パッキン２１９は挿入溝３７５を構成する外周面３８２と透光性カバー体２０９の端
部の外周面２０９ｂとの間に配される。外パッキン２１９は挿入溝３７５の外周面３８２
と透光性カバー体２０９の端部の外周面２０９ｂとの間に配される筒状部４２１を少なく
とも有する。外パッキン２１９は筒状部４２１以外に挿入溝３７５の底面３８１と透光性
カバー体２０９の端面２０９ｃとの間に配される鍔部４２３を有してもよい。
　外パッキン２１９の筒状部４２１の外周面は、筒状部４２１の周方向の全周に形成され
且つ径方向の外方へと張り出す外側凸リング４２５を軸方向（直管形ランプ５の長手方向
）に沿って複数本有する。外パッキン２１９の筒状部４２１の内周面は、筒状部４２１の
周方向の全周に形成され且つ径方向の内方へと張り出す内側凸リング４２７を軸方向に沿
って複数本有する。これにより直管形ランプ５の密閉性を向上させることができる。
　外パッキン２１９は外側凸リング４２５と内側凸リング４２７の少なくとも一方を有す
ればよい。外側凸リング４２５と内側凸リング４２７との両方を有する方が好ましい。こ
れによりシール性能を向上させることができる。
　外パッキン２１９の鍔部４２３は消灯中では透光性カバー体２０９の端面２０９ｃとの
間に隙間３９４が存在する。これにより、外パッキン２１９の密閉性を向上させながら点
灯時の透光性カバー体２０９の長手方向への膨張にも対応できる。
【００５９】
（７－２）内パッキン
　主に図１４、図２６及び図２９を用いて説明する。
　内パッキン２２１は挿入溝３７５を構成する内周面３７９と透光性カバー体２０９の端
部の内周面２０９ａとの間に配される。内パッキン２２１は、挿入溝３７５の内周面３７
９であって凸部３７７と開口３８３との間に位置する周面と透光性カバー体２０９の端部
の内周面２０９ａとの間に配される筒状部４３１を少なくとも有する。内パッキン２２１
は筒状部４３１以外に筒状部４３１における挿入溝３７５の開口側端部から透光性カバー
体２０９の中心軸側に張り出す鍔部４３３を有してもよい。
【００６０】
　内パッキン２２１の筒状部４３１の外周面は、筒状部４３１の周方向の全周に形成され
且つ径方向の外方へと張り出す外側凸リング４３５を軸方向に沿って複数本有する。内パ
ッキン２２１の筒状部４３１の内周面は、筒状部４３１の周方向の全周に形成され且つ径
方向の内方へと張り出す内側凸リング４３７を軸方向に沿って複数本有する。これにより
直管形ランプ５の密閉性を向上させることができる。
　内パッキン２２１は外側凸リング４３５と内側凸リング４３７の少なくとも一方を有す
ればよい。外側凸リング４３５と内側凸リング４３７との両方を有する方が好ましい。こ
れによりシール性能を向上させることができる。
　鍔部４３３の厚みは、蓋体２１５，２１７における凹入部３７１の底部分３７３の内面
と第１内周筒部分３８７の内側端との高低差（隙間３９５）よりも大きくなっている。こ
れにより、直管形ランプ５として組み上げる際に内パッキン２２１の鍔部４３３が変形し
て透光性カバー体２０９の内周面と位置決め部材２１１，２１３との間を塞ぐ。
【００６１】
（８）ランプ側装着具
　主に、図１２、図１３、図２０及び図３０を用いて説明する。
　ランプ側装着具２２３は横断面が矩形状に似た形状の筒状をしている。ランプ側装着具
２２３は、当該ランプ側装着具２２３の軸方向と平行に延伸する溝４４１を有する表壁４
４３と、一対の側壁４４５と、裏壁４４７とを有する。
　表壁４４３は透光性カバー体２０９の裏面であって一対のリブ２９５間に位置する部位
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に当接する。一対の側壁４４５の外面間の距離は一対のリブ２９５における対向面（内面
）間の距離に等しくなっており、一対の側壁４４５の外面は一対のリブ２９５の内面に当
接する。一対の側壁４４５にはランプ側装着具２２３をねじ部材で一対のリブ２９５に固
定するためのねじ孔４４９を有している。
　裏壁４４７は、器具３側のＵ字状線部９３が係合する一対の係合凹み４５１と、一対の
係合凹み４５１間に設けられ且つ表側へと屈曲する屈曲部４５３とを有する。なお、屈曲
部４５３はＵ字状線部９３の係合が外れるのを規制する。
【００６２】
４．組立状態
　実施形態に係る照明装置１は、屋根付きの屋外（例えば、配送センタや駅のホーム等で
ある。）でも使用できるように、直管形ランプ５だけでなく、組み立て状態においても防
雨・防湿対策されている。なお、器具３は、直管形ランプ５の長手方向の端部の位置に関
係なく、着脱自在に装着できる。
　外ケーブルは設置面側の商用電源に接続する電源ケーブルと器具３内で結線される。外
ケーブルは、透光性カバー体２０９の一対のリブ２９５間を通り、有孔蓋体２１５のケー
ブル孔３６１から透光性カバー体２０９の内部に導入される。
【００６３】
　直管形ランプ５が器具３に装着された状態では、ケーブル孔３６１は、第１端部材３３
，３５や第２端部材３７，３９により覆われ、器具３の外部に露出しない構造になってい
る。これにより、雨水等が有孔蓋体２１５のケーブル孔３６１に直接浸入することを防ぐ
ことができる。
　器具３の裏壁１５には当該裏壁１５を貫通する貫通孔４１，４５等があり、当該貫通孔
４１，４５から雨水等が入るおそれがある。しかしながら、器具３の裏壁１５に対向する
透光性カバー体２０９はカバー筒部２９３に貫通孔を有しておらず、透光性カバー体２０
９の内部に雨水等が浸入することはない。
　器具３の第１端部材３３，３５は、第１表壁５９に欠け部６１，６３を有している。し
かしながら、直管形ランプ５を装着した後に第１端部材３３，３５が第２端部材３７，３
９により覆われるため、直管形ランプ５と第２端部材３７，３９の第２表壁７３との間の
隙間を小さくできる。
【００６４】
＜第２の実施形態＞
　第１の実施形態における器具３は、直管形ランプ５の両端の蓋体２１５，２１７が露出
する状態で、直管形ランプ５を着脱自在に装着している。しかしながら、直管形ランプ５
の蓋体２１５，２１７が隠れるようにしてもよい。蓋体を覆う器具を備える照明装置を第
２の実施形態として、図３１から図３３を用いて以下説明する。
　第２の実施形態に係る照明装置５０１は、直管形ランプ５と、当該直管形ランプ５の両
端部を覆う状態で直管形ランプ５を着脱自在に装着する器具５０３とを有する。なお、照
明装置５０１を構成する直管形ランプ５は第１の実施形態の直管形ランプ５と同じ構成で
あるため、ここでの説明は省略する。
【００６５】
１．器具
　器具５０３は、器具本体５０５、器具側装着具１３、支持部材２０及びカバー体５０７
を有する。器具側装着具１３及び支持部材２０は第１の実施形態に係る器具側装着具１３
及び支持部材２０と同じ構成であるため、ここでの説明は省略する。
　カバー体５０７は直管形ランプ５の長手方向の端部を長手方向に沿って覆い、直管形ラ
ンプ５の長手方向と同じ方向をカバー体５０７の長手方向とする。
【００６６】
（１）器具本体
　器具本体５０５は、表側に開口５０９を有する長尺の箱状をしている。開口５０９を利
用して直管形ランプ５の裏側部分が器具本体５０５の内部に挿入される。
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　器具本体５０５は、第１の実施形態の器具本体１１に近い構造を有している。第１の実
施形態の器具本体１１と同じ構成については同じ名称及び符号を用い、その説明を省略す
る。
　器具本体５０５は、裏壁１５、一対の側壁１７，１９、一対の端壁５１１，５１３及び
一対の表壁５１５，５１７を有している。一対の表壁５１５，５１７の間が開口５０９で
ある。器具本体５０５は、第１の実施形態と同様に、器具本体部材５１９と、器具本体部
材５１９の長手方向端部の開口を塞ぐ端部材５２１，５２３とから構成される。
【００６７】
　端壁５１１，５１３は端部材５２１，５２３から構成される。端部材５２１，５２３は
同じ構成であるため、端部材５２３について説明する。端部材５２３は端壁５１３の表側
端から内側に延出する端側表壁５２５を有している。端側表壁５２５は、第１の実施形態
と同様に、器具本体５０５の短手方向の略中央に大欠け部５２７、大欠け部５２７から短
手方向に間隔を置いて形成された一対の小欠け部５２９を有している。大欠け部５２７は
、端側表壁５２５における内側端から端壁５１１に向かって設けられ、端壁５１１の手前
まで凹入している。端壁５１１と大欠け部５２７との間の残部は、後述のカバー体５０７
の端側被取付部５６３が取り付けられる端側取付部５３１となる。
【００６８】
　表壁５１５，５１７は器具本体５０５の長手方向の中央に対してその両側が対象である
ため、表壁５１５，５１７における長手方向であって端部材５２３が存在する側について
説明する。
　表壁５１５，５１７は、第１の実施形態と同様に、長手方向の端部に凹入部５１５ｃ，
５１７ｃを有し、この凹入部５１５ｃ，５１７ｃに第１延伸部５１５ａ，５１７ａと第２
延伸部５１５ｂ，５１７ｂとが設けられている。なお、第１延伸部５１５ａ，５１７ａ及
び第２延伸部５１５ｂ，５１７ｂは対向する表壁５１５，５１７に向かって延伸する。
　表壁５１５，５１７は、凹入部５１５ｃ，５１７ｃに対して長手方向の中央側に間隔を
おいて短手方向に凹入する固定用凹入部５１５ｄ，５１７ｄを有している。この固定用凹
入部５１５ｄ，５１７ｄと凹入部５１５ｃ，５１７ｃとの間の部分は、後述のカバー体５
０７の表側被取付部５６１が取り付けられる表側取付部５１５ｅ，５１７ｅとなる。
【００６９】
（２）カバー体
　カバー体５０７は器具本体５０５に付け外し可能に取り付けられる。器具本体５０５に
直管形ランプ５が装着された状態でカバー体５０７が器具本体５０５に取り付けられると
、直管形ランプ５の蓋体２１５，２１７の凹入部３７１がカバー体５０７により被覆され
る。これにより、蓋体２１５，２１７の凹入部３７１に雨水等が直接吹き込むのを防止で
きる。さらに、カバー体５０７により凹入部３７１が見えなくなり、照明装置５０１（直
管形ランプ５の端部）の意匠性を高めることができる。
　カバー体５０７は表被覆部５５１、端被覆部５５３、当接部５５７及び取付部を有して
いる。
　表被覆部５５１は直管形ランプ５の外表面に対応した横断面形状を有している。ここで
は、直管形ランプ５の端部の表面は円弧状をしており、表被覆部５５１も円弧状をしてい
る。端被覆部５５３は表被覆部５５１の長手方向の端部を塞ぐ。
【００７０】
　当接部５５７は器具本体５０５の開口５０９の周辺部の表面に当接する。ここでは、一
対の表壁５１５，５１７における長手方向の端部に当接する。当接部５５７は表被覆部５
５１における端被覆部５５３と反対側に端部に設けられている。当接部５５７は端被覆部
５５３と反対側に板状に延出する。板状の当接部５５７の幅（延出方向と直交する方向の
寸法）は器具本体５０５の表壁５１５，５１７の幅と略一致している。　取付部は、器具
本体５０５の表壁５１５，５１７の表側取付部５１５ｅ，５１７ｅに取り付けられる表側
被取付部５６１と、器具本体５０５の各端側表壁５２５の端側取付部５３１に取り付けら
れる端側被取付部５６３との少なくとも一方を有している。ここでは、取付部は表側被取
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付部５６１と端側被取付部５６３の両方を有している。
　取付部は係合構造を利用しており、表側被取付部５６１及び端側被取付部５６３は裏側
へとＬ字状に延出する係止片により構成されている。なお、端被覆部５５３は端側被取付
部５６３の両側に相当する位置に表側に延伸する溝５６５を有している。
【００７１】
　カバー体５０７の器具本体５０５への取り付けについて説明する。
　取り付けは、まず、カバー体５０７の長手方向とカバー体５０７の長手方向とを一致さ
せて、表側被取付部５６１を器具本体５０５の表壁５１５，５１７の固定用凹入部５１５
ｄ，５１７ｄに挿入し、当接部５５７を器具本体５０５の表壁５１５，５１７に当接させ
る。
　その後、カバー体５０７を器具本体５０５に当接させた状態で、カバー体５０７を器具
本体５０５の長手方向の端へとスライドさせる。これにより、カバー体５０７の表側被取
付部５６１が器具本体５０５の表側取付部５１５ｅ，５１７ｅと係合し、カバー体５０７
の端側被取付部５６３が器具本体５０５の端側取付部５３１と係合する。
　この際、端側被取付部５６３の両側に溝５６５があるため、端側被取付部５６３が端側
取付部５３１に係合する際に弾性変形してその係合を容易に行える。
【００７２】
＜変形例＞
１．器具
（１）器具本体
　第１の実施形態での器具本体１１は器具本体部材３１と第１端部材３３，３５とが別体
となった構造であり、第２の実施形態での器具本体５０５は器具本体部材５１９と端部材
５２１，５２３とが別体となった構造であったが、器具本体は器具本体部材と第１端部材
（端部材）とが一体になった構造であってもよいし、さらには、器具本体は、裏壁、側壁
、端壁及び表壁がすべて別体となった構造であってもよい。
　実施形態での器具本体１１,５０５は下方に開口１４，５０９を有する箱状をしていた
が、例えば矩形板状の裏壁のみから器具本体を構成してもよい。
　第１の実施形態の第１端部材３３，３５及び第２の実施形態の端部材５２１，５２３は
、（第１）端壁２１，２３、５１１，５１３の裏側端縁を除く端縁から器具本体部材３１
，５１９の内面に沿って延伸する内嵌部を有していたが、内嵌部の代わりとして器具本体
部材の外面に沿って延伸する外嵌部としてもよい。
　第１の実施形態の第１端部材３３，３５は、第１端壁２１，２３の裏側端縁から器具本
体部材３１の外面に沿って延伸する第１裏壁５３を有していたが、第１裏壁を器具本体部
材の内面に沿って延伸する構成としてもよい。
　第１の実施形態の器具本体１１は第２端部材３７，３９を備えているが、例えば第１端
部材３３，３５の欠け部６１，６３をなくして、第２端部材を備えない構造としてもよい
。また、第１端部材３３，３５の欠け部６１，６３をそのままにして、第２端部材を備え
ない構造としてもよい。
　器具の横断面形状は矩形状をしているが、例えば三角形状や台形状等の他の形状であっ
てもよい。
【００７３】
（２）支持部材
　実施形態の器具３，５０３は支持部材２０を器具本体１１，５０５の長手方向に間隔を
置いて４個有していたが、器具本体１１，５０５の長手方向の両側に配された器具側装着
具１３の近くにのみ（この場合は２個である）支持部材２０を有してもよい。
　支持部材２０は、固定部１０１と当接部１０３と連結部１０５を有していればよく、他
の形状であってもよい。
　例えば、支持部材１００１は、図３４の（ａ）に示すように一対の連結部１００３が表
裏方向を裏側に移るに従って（固定部１００５に近づくに従って）互いの間隔が近づくよ
うに傾斜してもよい。支持部材１０１１は、図３４の（ｂ）に示すように一対の連結部１
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０１３が返し部１０７の平坦部分１１７と反対側の端部と固定部１０１５とを連結するよ
うにしてもよい。この場合、返し部１０７の延伸部分が連結部１０１３に併用される。
【００７４】
　支持部材は２枚の矩形板により構成してもよい。支持部材１０２１は例えば図３５の（
ａ）に示すように２枚の矩形板１０２３を利用した２部材で構成してもよい。なお、支持
部材の器具本体への取付作業を考慮すると一部材の方がよい。
　実施形態では支持部材２０と器具本体１１，５０５とは別体であったが、支持部材と器
具本体とが一体化されてもよい。この場合、支持部材は少なくとも当接部を有すればよく
、器具本体は例えば図３４の（ｂ）に示すような横断面形状を有することで実施できる。
　支持部材の当接部は少なくとも裏面当接部を有していればよく、支持部材１０３１は例
えば図３５の（ｂ）に示すように裏面当接部１０３５のみを有する当接部１０３３を備え
てもよい。
【００７５】
２．直管形ランプ
（１）筒体
　実施形態での筒体２０３は矩形部２３１を有していたが、筒体は表面にＬＥＤユニット
２０５が配される平坦面２４５を有し、内部に電源ユニット２０７を収容できる筒部（２
３１）を有していればよい。筒体１０４１は例えば図３６の（ａ）に示すような横断面に
おいて下部が半矩形形状で上部が半円形状をする筒部１０４３を有してもよい。
　筒体２０３は一対の延伸部２３３，２３５に固定溝２６７，２６９を有していたが他の
部位に固定溝を有してもよい。例えば図３６の（ｂ）に示すように、筒体１０５１は矩形
部１０５３に固定溝１０５５を有してよい。つまり、矩形部１０５３を構成する一対の短
辺壁１０５７の外面に固定溝１０５５が設けられてもよい。この場合、蓋体２１５，２１
７と筒体１０５１とを固定する第１ねじ部材が矩形部１０５３の内部に配された電源ユニ
ット２０７と接触するのを防止できる。
【００７６】
　実施形態では、一方の長辺壁（表側長辺壁）２３９は筒体２０３の横断面において他方
の長辺壁２３７側へと凹入し、当該凹入部分２４７の両端から凹入部分２４７を塞ぐよう
に張出片２５１，２５３が設けられていたが、張出片を有さずに接着剤等によりＬＥＤユ
ニット２０５を一方の長辺壁（表側長辺壁２３９）に固定してもよい。
　また、一方の長辺壁（表側長辺壁）は凹入しなくてもよい。例えば図３６の（ｂ）に示
すように筒体１０５１の横断面において短辺壁１０５７側の両端部に、一方の長辺壁１０
５９と間隔をおいて平行に張り出す張出片１０６１を設けてもよいし、張出片を設けずに
一方の長辺壁１０５９に直接ＬＥＤユニット２０５を接着剤やねじ部材等により固定して
もよい。
【００７７】
（２）ＬＥＤユニット
　実施形態ではＬＥＤユニット２０５は複数個のＬＥＤ２７３を長手方向に等間隔で２列
有していたが、例えば、１列で有してもよいし、３列以上で有してもよい。また、実装基
板の短手方向に並列するＬＥＤを一列状に有してもよいし、千鳥状に有してもよい。実施
形態ではＬＥＤユニット２０５は１つの実装基板２７１を有していたが、複数の実装基板
を接続して構成してもよい。また、ＬＥＤ２７３の光色は白色で１種類であったが、他の
光色は発光するＬＥＤを備えてもよいし、光色が異なる複数種類のＬＥＤを備えてもよい
。
【００７８】
（３）電源ユニット
　実施形態の電源ユニット２０７はＬＥＤユニット２０５が配される平坦面２４５を構成
する表側長辺壁２３９の裏面に配されていたが、例えば平坦面を構成する壁以外の壁（例
えば、他方の長辺壁である。）に固定されてもよい。
　実施形態では電源ユニット２０７は１つの回路基板２８１を有していたが、２枚の回路
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基板を筒体の長手方向の両側に配するようにしてもよい。例えば、商用電力を直流に変換
する回路と、ＬＥＤに供給する直流電力に変換する回路とを別々の回路基板で構成しても
よい。
　また、実施形態の直管形ランプ５は透光性カバー体２０９の内部に電源ユニット２０７
を有していたが、電源ユニットを有しない直管形ランプであってもよい。この場合、電源
ユニットを器具本体に設けることで照明装置が構成される。
【００７９】
（４）透光性カバー体
　実施形態のカバー筒部２９３は表側拡がりの台形状に似た横断面形状を有していたが、
横断面形状が三角形、矩形状、半円状等の他の形状であってもよい。
　透光性カバー体２０９は２本のリブ２９５を有していたが、３本以上のリブを有しても
よい。さらには、複数本のリブ同士を連結してもよい。
【００８０】
（５）位置決め部材
　実施形態の板状部３０１，３０３は透光性カバー体２０９の横断面における内周形状に
対応した形状を有している。しかしながら、板状部は透光性カバー体２０９と嵌合できれ
ばよく、外周面の全領域が透光性カバー体２０９の内周面に当接しなくてもよい。但し、
密閉性を考慮すると板状部の外周面のすべての領域が透光性カバー体２０９の内周面に設
計上当接するのが好ましい。
　実施形態では板状部３０１，３０３と透光性カバー体２０９との間にパッキンを設けて
いないが、パッキンを設けてもよい。これにより筒体のシール性をより一層高めることが
できる。
　実施形態の筒状部３０５，３０７は筒体２０３の矩形部（筒部）２３１の内周形状に対
応した形状を有している。しかしながら、筒状部は筒体の矩形部（筒部）と嵌合できれば
よい。例えば、筒状部の代わりに、筒体の矩形部の内面に当接する４つの板状壁を各辺に
対応して有する嵌合部としてもよい。なお、筒体の長手方向を回転軸とする回転を規制す
るため嵌合する部分の形状は非円形状をしていることが好ましい。
【００８１】
　回路基板２８１を固定する固定手段は、回路基板２８１の固定孔２８５に表から凸部３
４３が進入する長手方向固定手段３３７と、回路基板２８１の裏側を張出部３４７により
当接する厚み方向固定手段３３９とで構成していたが、他の構成であってもよい。
　他の固定手段としては、例えば、筒状部の表壁で回路基板を表側から支持して、凸部が
裏側から進入するような構成であってもよい。
　回路基板２８１の厚み方向からの凸部３４３の係合を回路基板の端面への係合としても
よい。例えば、回路基板の長手方向に平行な端面に切欠きを設け、筒状部の一対の側壁内
面に設けられた係合凸部により係合するようにしてもよい。
　実施形態の無孔側位置決め部材２１３は、筒状部３０７の周壁により囲まれた領域と筒
状部３０７の周壁に囲まれていない領域とに跨がる貫通孔３１９を有していたが、例えば
、回路基板と板状部との間及び板状部と筒体の端面との間に隙間を設け、この隙間部分に
貫通孔を設けてもよい。これにより内ケーブルを板状部の外部に導出させることなく、電
源ユニット２０７とＬＥＤユニット２０５とを接続できる。
　実施形態の有孔側位置決め部材２１１は、外ケーブルを挿通するための貫通孔３１７を
有していたが、この貫通孔３１７にパッキンコードを嵌合させてもよい。これにより外ケ
ーブルに関係する部位での密閉性を向上させることができる。
【００８２】
（６）蓋体
　実施形態での挿入溝３７５の凸部３７７は内周面３７９に設けられていたが、例えば、
図３７の（ａ）に示すように挿入溝１０７１の外周面１０７３に凸部１０７５を設けても
よいし、図３７の（ｂ）に示すように挿入溝１０８１の外周面１０８３と内周面１０８５
とに凸部１０８７，１０８９を設けてもよい。
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　また、実施形態の凸部３７７は内周面３７９に１個設けられていたが、内周面及び外周
面の少なくとも一方に複数個有してもよい。
　蓋体２１５，２１７の凹入部３７１はそのまま露出した状態であるが、例えば、シール
目的に栓体を嵌合させてもよいし、樹脂材料で埋めてもよいし、さらには、凹入部３７１
の内部におけるねじ部材だけを樹脂材料で埋めてもよい。
【００８３】
　実施形態の平板部３６３，３６５の外側の面は、嵌合部３６７における外側の面よりも
凹んだ状態となっている。しかしながら、板状部と嵌合部における外側の面を面一状にし
てもよいし、平板部が嵌合部よりも外側に位置するようにしてもよい。
　蓋体２１５，２１７の挿入溝３７５は当該挿入溝３７５を構成する内周面３７９に凸部
３７７を有し、挿入溝３７５の内周面３７９と透光性カバー体２０９との間に内パッキン
２２１が配されていたが、挿入溝の内周面と透光性カバー体との間に内パッキンが配され
ていなくてもよい。この場合、図３８に示すように位置決め部材１０９１の外周面１０９
３と透光性カバー体２０９の内周面２０９ａとの間に内パッキンに相当するパッキン１０
９５を配すればよい。
【００８４】
（７）パッキン
　実施形態での外パッキン２１９及び内パッキン２２１はゴム材料により構成されていた
が、例えば、シールテープで構成してもよい。この場合、蓋体の挿入溝の内周面にシール
テープを巻き付け、透光性カバー体の外周面にシールテープを巻き付け、透光性カバー体
の端部を挿入溝に挿入することで実施できる。
　実施形態ではパッキンは外パッキン２１９と内パッキン２２１を別体として２個有して
いたが、凸部の位置によっては図３９に示すようにパッキン１１０１を１個で構成しても
よい。
　凸部１１０３は蓋体１１０５の挿入溝１１０７内の開口側の外周壁１１０８に設けられ
ている。パッキン１１０１は、透光性カバー体１１１１の端部外周面１１１３と挿入溝１
１０７を構成する外周面１１０９との間に配される外周部１１１５と、透光性カバー体１
１１１の端部内周面１１１７と挿入溝１１０７を構成する内周面１１１９との間に配され
る内周部１１２１と、透光性カバー体１１１１の端面１１２３と挿入溝１１０７を構成す
る底面１１２５との間に配され且つ外周部１１１５と内周部１１２１とを連結する連結部
１１２７とを有している。パッキン１１０１は内周部１１２１における連結部１１２７と
反対側端部に蓋体１１０５の外部に張り出す内鍔部１１２９を有してもよい。
【００８５】
（８）蓋体と位置決め部材
　実施形態では、蓋体２１１，２１３と位置決め部材２１５，２１７とが別部材で構成さ
れていたが、蓋体と位置決め部材とを一部材となるように構成してもよい。
【符号の説明】
【００８６】
　　　１　　照明装置
　　　３　　器具
　　　５　　直管形ランプ
　２０３　　筒体
　２０５　　ＬＥＤユニット
　２０７　　電源ユニット
　２０９　　透光性カバー体
　２１１　　位置決め部材
　２１３　　位置決め部材
　２１５　　蓋体
　２１７　　蓋体
　２３１　　矩形部
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　２４５　　平坦面
　３０１　　板状部
　３０３　　板状部
　３０５　　筒状部
　３０７　　筒状部
　３０９　　鍔部
　３１１　　鍔部
　３１７　　貫通孔
　３１９　　貫通孔
　３３７　　長手方向固定手段
　３３９　　厚み方向固定手段

【図１】 【図２】
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【図２７】 【図２８】
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